
平成２８年１０月３１日 

保護者の皆様 

横浜市立下田小学校 

校長  金森 孝子 

平成 28年度 全国学力・学習状況調査 結果報告 

  平成 28年度、全国の小学 6年生を対象とした全国学力・学習状況調査の結果をお知らせします。 

平成 28年度は、国語、算数が実施されました。本校の結果では、国語Ａ・Ｂ、算数Ａ・Ｂともに、神奈

川県（公立）や全国（公立）の平均値より高い結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 集計結果 

国語Ａ（主として知識） 平均正答率（％） 全国との差 

下田小学校 75.1 ＋4.8 

神奈川県（公立） 70.3  

全国（公立） 72.9  

 

国語Ｂ（主として活用）   

下田小学校 65.2 ＋7.0 

神奈川県（公立） 58.2  

全国（公立） 57.8  

 

算数Ａ（主として知識）   

下田小学校 86.5 ＋9.9 

神奈川県（公立） 76.6  

全国（公立） 77.6  

 

算数Ｂ（主として活用）   

下田小学校 58.3 ＋11.0 

神奈川県（公立） 47.3  

全国（公立） 47.2  

 

点線は 

全国の平均値

です。 

点線は 

神奈川県の平均値

です。 

すべての項目で全国の平均値、 

神奈川県の平均値を上回っています。 



 
＜国語Ａ＞ 

○国語Ａについては、神奈川県（公立）や全国（公立）の平均値より高い結果となりました。 

○「話すこと・聞くこと」や「書くこと」については、全国の平均正答率を５ポイント以上上

回っており、言語活動の充実及び朝学習などで基礎・基本の定着を図ってきたことが成果と

して表れたと捉えています。 

○「登場人物の人物像について，複数の叙述を基にして捉える」について正答率が低くなって

おり、登場人物の行動や会話、暗示的に表現された文など、複数の叙述から考えることがで

きるように指導していきます。 

 

＜国語Ｂ＞ 

○国語Ｂについては、神奈川県（公立）や全国（公立）の平均値より高い結果となり、活用す

る力も着実に付いてきていると捉えています。 

○記述式の設問についても、全国の平均正答率を上回り、無回答率も低くなっています。言語

活動を充実させ、考えたことを文章に書く取組を続けてきたことが、結果として表れていま

す。 

 

＜算数Ａ＞ 

○算数Ａについては、どの領域においても、神奈川県（公立）や全国（公立）の平均値より高

い結果となりました。 

○特に、「図形」「数量関係」の領域については、全国の平均正答率を１０ポイント以上上回っ

ており、課題掲示や学習形態を工夫し、数量関係と図を関連させて指導してきたことが成果

として表れています。 

 

＜算数Ｂ＞ 

○算数Ｂについては、すべての領域において、神奈川県（公立）や全国（公立）の平均値より

高い結果となりました。 

○記述式の設問についても、全国の平均正答率を上回り、無回答率も低くなっており、日頃か

ら正解だけでなく、問題解決の過程を説明する活動を重視してきた成果が表れています。 

 

＜児童の生活意識調査＞ 

○生活意識調査については、全国平均よりも高い結果が出ています。特に、学習への関心・意

欲が高く、それが学力の向上につながっていると捉えています。 

○「自尊感情」が、全国の平均値より高い結果になっています。６年間を通じて、自分の思い

を実現するような場面や、挑戦することの意義や達成感を感じることができる場面を設けて

きた結果が表れています。 

○生活習慣、学習習慣についても、全国平均より高くなっており、学校だけでなく家庭での取

組の成果が表れています。家庭学習や朝食、早寝早起きの習慣化を引き続きご支援いただき、

学校と家庭が連携して子どもたちの健全な成長を育んでいきたいと考えています。 


